
夢も！買うのも！

ハウスなら粁

保証付きで安心！！
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昔から、その土地の風土にあわせてつくられて

きた伝統野菜。京野菜、舶賀野菜などが有名ですが、

東京にも伝統野菜があるって、ご存知でしたか？

かつては、東京でも各村々で、その土地の名前

がついた野菜がつくられていましたが、品種改良

に伴い、昭和50年代以降、昔ながらの伝統野菜は

殆どつくられなくなってしまったのだそうです。

それぞれに歴史や物語を背負い、その土地でつ

くられ続けてきた貴重な野菜が、このままでは消

えていってしまう。その危機感から、伝統野菜復

活に向けてのはたらきかけがはじまり、農業や料

理のプロはもちろん、NPO法人や市民活動、行政、

教育など多くの分野をまたいで、「江戸東京野菜」

の復活・普及活動がおこなわれています。

なかでも、多摩地区は、都下有数の野菜の生産地。

練馬大根、東京うど（吉祥寺うど）、奥多摩わさび、

黄金（こがね、小金井市）のまくわうり……江戸

兼京野菜には、私たちの町の名前がついています。

まずは江戸東京野菜の魅力にふれることで、私た

ちが家族と暮らすこの土地で昔から育てられてき

た野菜を守っていきたいものですね。

江戸東京野菜とは7

1）季節限定でミ旬ミがある、東京の伝統野菜

2）自家受粉でタネを採ることができる固定種

3）江戸～昭和の各時代に都民の食生活を支え、

食文化を育んだ野菜

出典：『むかしやさい　江戸東京野菜読本』（江戸棄京野菜コンシェル

ジュ育成協議会）

＜取材協力・写真提供＞
江戸東京・伝統野菜研究会／小金井市経済課／
JA東京むさレ」＼金井経済センター／練馬区都市農業課／
JA東京みなみ本店地域振興部指導経済課
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⑳ヴァン・ド・リュ（新西洋料理VINdeRUE）　▲フL／ンチ井

「ヴァン・ド・リュ」は開業26年目。ネットで多くの口コミを集める

人気店にして、収穫がある限り一年を通して、江戸東京野菜をつかった

料理が楽しめる小金井市内でも数少ない店です。オーナーの永瀬義祐

シェフは、「自分の目で見て、さわったものじゃないと」と、自ら農家に

出向いて直に野菜を仕入れ、夏には寺島なすの販売も行っています。

秋の黄金井フェアでは毎年人気の野菜だけをつかった「フレンチ井」

を提供予定。今年からは、塩をすべて塩麹に切り替えたとのことで、ま

すます健康的にフランス料理を楽しめそうです！

小金井市本町2－6－10シティ・ライブ武蔵小金井1F TEL：042－383－4908

営業時間：12．00～14：00（ラストオーダー13：30）／18二00～22：00

定休日：火曜

㍉

私
た
ち
の
町
の
伝
統
野
菜
に
ふ
れ
て
、
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
出
回
る
江
戸
東
京
野
菜
の
種
類
も
、
そ
ろ
そ
ろ
増
え

る
頃
。
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
み
れ
ば
、
昔
な
が
ら
の
野
菜
が
ぐ
っ
と
身
近
に
思
え
る
は
ず
で
す
。

軌
の
小
金
井
市
で
江
戸
東
京
野
菜
め
く
り

小
金
井
市
が
「
江
戸
東
京
野
菜
」
で
町
お
こ

し
を
は
じ
め
た
の
は
7
年
前
。
都
の
試
験
場
な

ど
に
保
管
さ
れ
て
い
た
員
重
な
種
を
入
手
し
、

市
内
の
数
軒
の
農
家
に
協
力
を
あ
お
ぐ
と
こ
ろ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
そ
の
後
、
江
戸
東

京
野
菜
を
つ
く
る
農
家
は
1
0
軒
に
ま
で
増
え
、

年
2
回
の
フ
ェ
ア
開
催
を
中
心
に
、
少
し
ず
つ
、

確
実
に
江
戸
東
京
野
菜
は
普
及
し
は
じ
め
て
い

ま
す
。

あ
っ
て
、
毎
日
一
軒
ま
わ
る
人
も
い
る
そ
う
で

す。
ま
た
、
フ
ェ
ア
期
間
以
外
で
も
、
家
庭
料
理

の
店
「
く
り
や
ぶ
ね
」
や
新
西
洋
料
理
店
「
ヴ
ア

ン
・
ド
・
リ
ユ
」
な
ど
に
行
け
ば
、
収
穫
時
に

は
江
戸
東
京
野
菜
を
つ
か
っ
た
料
理
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
の
3
店
舗
。
袋
に
貼
ら
れ

た
「
黄
金
の
苗
野
菜
」
の
シ
ー
ル
が
江
戸
東
京

野
菜
の
目
印
で
す
。

北
に
、
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
で
も
知
ら
れ

る
小
金
井
公
園
、
南
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
時

は
、
散
策
に
も
ぴ
っ
た
り
。

食
べ
、
お
土
産
に
江
戸
東
京
野
菜
を
買
っ
て
帰

る
。
楽
し
く
お
い
し
い
秋
の
一
日
を
過
ご
せ
そ

う
で
す
。

江
戸
棄
京
野
菜
を
手
に
入
れ
る
に
は
？

江
戸
乗
京
野
菜
を
食
べ
て
み
よ
う

江
戸
東
京
野
菜
な
ら
で
は
の
し
ま
っ
た
味
や

食
感
を
知
る
た
め
に
、
ま
ず
は
、
素
材
の
特
徴

を
十
分
に
知
り
尽
く
し
た
プ
ロ
の
料
理
を
味

わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
年
で
4
回
目
と
な
る
〝
秋
の
黄
金
丼
フ
ェ

ア
″
は
、
市
内
の
約
4
0
店
の
飲
食
店
が
、
小
金

井
産
の
江
戸
東
京
野
菜
を
つ
か
い
、
そ
れ
ぞ
れ

期
間
限
定
の
井
物
を
中
心
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を

提
供
す
る
も
の
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
開
催
も

希
少
な
江
戸
東
京
野
菜
の
値
段
は
、
ど
う
し

て
も
や
や
高
め
。
さ
ら
に
品
種
改
良
が
ほ
ど
こ

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
店
頭
に
は
句
の
時
期
に

し
か
並
び
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
江
戸
東
京
野
菜

が
も
っ
と
も
出
回
る
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、

収
穫
は
気
候
に
も
左
右
さ
れ
る
た
め
、
「
江
戸

東
京
野
菜
に
出
会
え
た
ら
ラ
ッ
キ
ー
」
ぐ
ら
い

の
気
持
ち
で
、
お
店
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

市
内
で
江
戸
東
京
野
菜
を
扱
う
の
は
、
J
A

東
京
む
さ
し
小
金
井
経
済
セ
ン
タ
ー
（
農
産
物

直
売
所
）
、
小
金
井
タ
ウ
ン
シ
ョ
ッ
プ
黄
金
や
、



ヾ

○くりやぶね

小金井市本町1－12－6

TEL：042－388－3027

営業時間：10：00～17．00

定休日：土曜・日曜・祝日

5

日時：11月16日（土）～12月1日（日）

参加店舗は、江戸夷京野菜の青い手ぬぐいが目印。

会期中、スピードくじ・景品プレゼント・スタンプラ

リー・市内在住、在学、在勤者向けに食事会・料理

教室なども開催予定。

問い合わせ：小金井市経済課（042－387－9831）

練
馬
大
根
の
「
一
二
幸
李
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
み
よ
う
宣

練
馬
と
い
え
ば
大
根
。
こ
の
全
国
的
に
有
名

な
大
根
で
さ
え
、
病
害
や
収
穫
の
難
し
さ
な
ど

か
ら
徐
々
に
生
産
が
さ
れ
な
く
な
り
、
一
時
殆

ど
姿
を
消
し
て
い
た
と
は
驚
き
で
す
。

責
重
な
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
を
守
ろ
う
と
、
練

馬
区
が
育
成
事
業
を
は
じ
め
た
の
が
平
成
元

年
。
以
後
、
区
と
農
家
、
J
A
東
京
あ
お
ば
な

ど
が
一
体
と
な
っ
て
生
産
に
取
り
組
み
、
同
時

に
、
P
R
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
生
産
量
は
年
間
1
3
0
0
0
本
ま
で
回

復
し
、
種
子
の
無
料
配
布
、
生
大
根
や
沢
庵
漬

け
の
販
売
、
収
穫
体
験
な
ど
、
私
た
ち
が
練
馬

大
根
に
ふ
れ
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
農
家
と
の
交
流
も
楽
し
め
る
「
収

穫
体
験
」
、
時
間
内
に
抜
い
た
大
根
の
本
数
や

長
さ
を
競
う
「
練
馬
大
根
引
っ
こ
抜
き
競
技
大

会
（
写
真
）
」
は
、
農
業
に
ふ
れ
、
練
馬
大
根
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。
大
き
い
も
の
で
は
、

長
さ
1
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
5
キ
ロ
を
超
え
る
練

馬
大
根
。
収
穫
の
醍
醐
味
は
、
ほ
か
で
は
味
わ

え
な
い
も
の
で
す
。

練
馬
大
根
の
収
穫
を
体
験
す
る
に
は
？

収
穫
体
験
、
引
っ
こ
抜
き
競
技
大
会
は
事
前

の
応
募
が
必
要
。
参
加
方
法
は
、
例
年
1
0
月
頃

に
練
馬
区
の
区
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
ま
す
。

一
目
印
の
青
い
手
ぬ
ぐ
い

練
馬
大
根
を
手
に
入
れ
る
に
は
？

l
A
東
京
あ
お
ば
農
業
祭
、
J
A
東
京

あ
お
ば
直
売
所
（
例
年
日
月
中
旬
頃
）
、

農
家
の
庭
先
直
売
所
（
例
年
、
生
大
根
は

日
月
上
旬
～
1
2
月
上
旬
、
沢
庵
漬
け
は

1
月
下
旬
頃
）
　
／
収
穫
体
験
、
引
っ

こ
抜
き
競
技
会
参
加
者
も
練
馬
大
根

の
持
ち
帰
り
が
で
き
ま
す
。
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〈達人たちのプロフィール〉

●永瀬義祐さん（「ヴァン・ド・リュ」オーナーシェ
フ／小金井市）

●矢ケ崎宏行さん（矢ケ崎農園園主／西東京市）
江戸棄京野菜の食否の教材としての役割に共
感。持ち込まれた江戸乗京野菜はすべて引き受
ける。
「農家やっているからには、なんでもつくれな

いと気が済まない（笑）」。現在、ルッコラを中
心とした葉物のノウハウを生かし、伝統小松菜
を一年中常に供給する体制づくりに挑戦中。

●鈴木沢七さん（鈴木農園国主／小金井市）
市内でもっともはやく江戸東京野菜づくりに
協力した生産者のひとり。現在、江戸東京野菜
6品日を栽培。
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i
∴
誰
も
つ
く
る
こ
と
の
な
く
な
っ
た
野
菜
を
、
種
か
ら
見
事
に
復
活
さ
せ
た
農
業
「
射
計
勘
1
1
。
射
引
引

的
。
一
般
的
な
人
参
を
輪
切
り
に
し
た
と
き
に

あ
る
黄
色
い
芯
の
よ
う
な
も
の
が
な
く
、
や
わ

ら
か
く
て
味
が
い
い
。

練
馬
東
根
（
1
1
月
～
1
2
月
）

の
プ
ロ
や
、
食
材
に
真
筆
に
向
き
合
う
料
理
の
プ
ロ
。
私
た
ち
の
町
の
江
戸
東
京

野
菜
の
達
人
に
、
昔
な
が
ら
の
野
菜
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

秋
冬
お
す
す
め
の
江
戸
東
京
伝
統
野
菜

亀
戸
大
根
（
1
0
月
中
旬
～
4
月
中
旬
）

小
ぶ
り
で
、
葉
ま
で
全
部
食
べ
ら
れ
る
。
サ

ラ
ダ
や
大
根
お
ろ
し

な
ど
生
で
食
べ
て
も

辛
み
が
き
い
て
お
い

し
い
。
加
熱
す
る
と

食
べ
や
す
く
、
味
噌

汁
は
絶
品
と
も
。

菜
は
、
さ
っ
と
湯
通
し

す
る
程
度
で
、
あ
ま
り

加
熱
し
な
い
ほ
う
が
、

小
松
菜
本
来
の
味
わ
い

が
生
き
る
。

日
野
市
北
西
部
の

東
光
寺
地
区
で
栽
培

さ
れ
、
漬
物
用
干
し

大
根
に
加
工
さ
れ
る
。

本
誌
表
紙
は
東
光
寺

大
根
干
し
の
様
子
。

寺
島
な
す
（
6
月
～
1
0
月
）

肉
質
が
し
ま
り
、

水
分
が
少
な
い
の
で

干
し
大
根
に
最
適
。

沢
庵
漬
け
が
有
名
だ

が
、
煮
く
ず
れ
し
に

く
い
た
め
、
お
で
ん

に
も
向
い
て
い
る
。

青
首
大
根
に
比
べ
生

だ
と
辛
み
が
強
い
。

一“……

町
こ
か
ぶ
「
1
0
月
中
旬
～
3
月
中
旬
＼

皮
つ
き
の
ま
ま
櫛
切
り
に
し
て
塩
を
ふ
り
、

サ
ラ
ダ
に
し
て
食
べ
て
も
お
い
し
い
。
葉
は
、

し
ん
と
り
葉
へ
1
0
月
中
旬
～
3
月
中
旬
、

白
菜
を
や
わ
ら
か
く

し
た
よ
う
な
味
と
食
感
。

水
気
が
強
い
た
め
、
妙
め

も
の
に
は
あ
ま
り
向
か

な
い
。
味
の
な
じ
み
や

す
い
汁
も
の
、
ソ
ー
ス

へ
の
使
用
が
お
す
す
め
。

湯
通
し
し
て
か

ら
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
で
炒
め
て
。

理
想
的
な

の
は
鶏
の
卵

サ
イ
ズ
。
加

熱
し
た
時
の

と
ろ
け
る
よ

う
な
お
い
し

さ
は
、
普
通

伝
統
東
蔵
東
根
（
1
1
月
～
1
2
月
）

ど
こ
を
切
っ
て
も
同
じ
太
さ
、
と
い
う
珍
し

い
大
根
。
お
で
ん
、
煮
も
の
に
す
れ
ば
、
青
首

東
京
う
ど
（
1
1
月
中
旬
～
4
月
）

伝
統
小
松
菜
（
1
0
月
中
旬
～
4
月
上
旬
）

近
年
出
回
っ
て
い
る
小
松
菜
の
多
く
は
吉
梗

菜
と
の
掛
け
合
わ
せ
、
と
い
う
の
は
意
外
と
知

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。
昔
な
が
ら
の
伝
統
小
松

甘
酢
勅
勘
針
融
射
引
畑

緑
色
の
山

う
ど
に
対
し

て
、
白
く
て

や
わ
ら
か
い

の
な
す
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
と
絶
贅
す
る

叫
酎
射
引
針
射
針
裾
引
針
．
．
．
．
喜
．

小
ぶ
り
で
コ
マ
の
よ
う
な
か
た
ち
が
特
徴

う
ど
。
地
上

に
植
え
て
根
っ
こ
を
つ
く
っ
た
あ
と
、
穴
倉
で

日
光
を
遮
っ
て
育
て
る
。
さ
く
さ
く
し
た
食
感

や
、
強
い
香
り
が
楽
し
め
る
。

参
考
文
献
■
1
む
か
し
や
さ
い
　
江
戸
乗
京
野
菜
読
本
』
（
江
戸
委
京
野
菜
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
協
議
会
）
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アブラムシが好むソルゴやセンチュウの嫌うマリーゴールドを植えて
なすを害虫から守る

なすづくりの達人・星野直治さん（星野農園国主／三鷹市）

1　農林水産大臣賞をはじめ

多数の受賞歴をもつなすづ
くりの第一人者。たった200

粒の寺島なすの種から接ぎ
木をした丈夫な苗をつくり、
栽培指導までをサポートす
ることで、江戸乗京野菜復
活を陰で支えた。もとも
と新しいことに挑戦するの
が好き。ノウハウは誰にで
も惜しみなく伝え、週末に
は農業体験を求めるボラン
ティアも受け入れる。星野
さんのなすは、築地市場か
らわざわざ集荷にくるほど

」の人気という。

枝を整理し勇定することで、隅々まで陽があたる

めしべはなすの調子をはかるバロメータ
元気ななすはめしべが長い

豪遜三ダ‾蘇威厳野菜をも肇藍知遇萄

江戸東京野菜コンシェルジュとは、江戸東京野菜に関する知識や美味しい

食べ方などを身に付け、そのPRを通じて食育活動や東京の農業振興に一

役買う案内人のこと。年に数回、1回完結の入門編も開催。

開催日：2013年11月9日（土）、16日（土）、23日（土）の全3回

会場：東京アグリパーク（渋谷区代々木2－10－12

アクセス：」R新宿駅南口より徒歩5分

問い合わせ・申し込み：edoC0∩83値am11．plala．0「」P
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墨
田
区
東
向
島
周
辺
が
発
祥
の
寺
島
な
す
。
プ
ラ
ン
タ
ー
で
も
育
て
ら
れ
、
管

理
も
難
し
く
な
い
の
で
、
家
庭
菜
園
で
の
江
戸
東
京
野
菜
栽
培
に
お
す
す
め
で
す
。

夏
前
か
ら
今
ぐ
ら
い
ま
で
長
期
間
に
わ
た
り
収
穫
で
き
る
の
も
う
れ
し
い
と
こ

ろ
。
来
シ
ー
ズ
ン
、
運
よ
く
苗
が
手
に
入
っ
た
ら
、
栽
培
し
て
み
ま
し
ょ
う
ー
・

苗
は
陽
気
が

よ
く
な
っ
て
か
ら
植
え
る

枝
を
整
理
・
努
定
し
て

日
当
た
り
を
よ
く
す
る

早
く
に
植
え
る
と
、
地
面
の
温
度
が
低
く
、

丈
夫
な
な
す
に
育
ち
ま
せ
ん
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
頃
に
植
え
る
の
が
ベ
ス
ト
。

水
を
や
り
す
ぎ
な
い

植
え
る
際
、
苗
を
ビ
ニ
ー
ル
ポ
ッ
ト
ご
と

た
っ
ぷ
り
の
水
に
浸
し
た
ら
、
そ
の
後
は
、
極

力
水
や
り
を
控
え
ま
す
。
こ
れ
は
根
ぐ
さ
れ
防

止
と
同
時
に
、
な
す
に
し
っ
か
り
と
根
を
伸
ば

さ
せ
る
た
め
。
水
分
を
求
め
て
丈
夫
な
根
を
張

ら
せ
れ
ば
、
後
々
、
暑
さ
や
乾
燥
、
長
雨
な
ど

に
も
耐
え
ら
れ
る
丈
夫
な
な
す
に
育
ち
ま
す
。

太
い
枝
を
2
本
、
V
の
字
に
仕
立
て
て
伸
ば

し
、
そ
こ
か
ら
伸
び
た
枝
に
花
が
着
い
た
ら
そ

の
先
の
葉
を
1
枚
残
し
て
カ
ッ
ト
、
そ
の
花
が

実
を
結
び
収
穫
す
る
際
に
も
、
葉
を
一
枚
残
し

て
枝
ご
と
カ
ッ
ト
し
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、

水
分
や
栄
養
が
補
給
さ
れ
る
太
い
枝
か
ら
近
い

と
こ
ろ
で
実
が
な
り
、
ど
の
な
す
に
も
し
っ
か

り
陽
が
あ
た
る
の
で
、
短
時
間
で
実
っ
た
お
い

し
い
な
す
を
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
収
穫
で
き
ま
す
。

プ
ラ
ン
タ
ー
は

温
度
や
水
分
管
理
に
注
意

プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
で
は
、
夏
の
あ
い
だ
、
土

が
あ
た
た
ま
り
す
ぎ
な
い
よ
う
、
段
ボ
ー
ル
で

く
る
ん
だ
り
、
わ
ら
を
敷
い
た
り
と
い
っ
た
温

度
管
理
が
大
切
で
す
。
不
規
則
な
水
や
り
は
植

物
の
ス
ト
レ
ス
の
原
因
に
。
毎
日
決
め
た
時
間

肥
料
は
少
量
を
定
期
的
に

肥
料
は
定
期
的
に
与
え
ま
す
。
濃
い
肥
料
を

根
っ
こ
の
近
く
に
置
く
の
は
、
根
を
い
た
め
る

原
因
に
。
少
し
薄
め
て
、
な
る
べ
く
根
っ
こ
か

ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
お
け
ば
、
自
然
と
根
が
伸

び
て
き
ま
す
。

に
、
規
則
正
し
く
や
る
よ
う

に
し
ま
す
。



奥多摩わさびの収穫

香取神社でおこなわれた亀戸の小学校の収穫祭
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大竹道茂（おおたけ　みちしげ）

昭和19年東京生まれ。」A東京中央会で
平成元年より江戸棄京野菜の復活に取り
組み、江戸・東京の農業説明板を企画、
都内に50本を設置。農林水産省選定「地
産地消の仕事人」。江戸東京野菜コンシェ
ルジュ育成協議会会長、フードボイス評

議員、NPO子どもの食育推進協会理事、
NPOミュゼダグリ理事「食と農の応援団」

（農文協）団員、江戸東京野菜推進委員
会（」A東京中央会）委員、江戸東京野菜
普及推進連絡協議会（築地）顧問、小金
井市・江戸東京野菜でまちおこし連絡会
会員をはじめ役職多数。

著書に『江戸東京野菜　物語篇』、監修『江戸乗京野菜　図鑑嘉』（と
もに農文協）など。
大竹道茂の江戸東京野菜ネット：http：／／fvIJP／ChomeLbJog／？author＝5

江戸東京野菜通信：http：〝edoyasaLsblojp／

江
戸
東
京
・
伝
統
野
菜
研
究
会
代
表
　
大
竹
遺
茂
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

種
で
命
を
つ
な
い
で
い
三
三
と
－
里
長
噛

な
ぜ
、
今
伝
統
野
菜
な
の
か
。
江
戸
東
京
野

菜
の
仕
掛
け
人
・
大
竹
道
茂
さ
ん
に
、
伝
統
野
菜

の
背
景
に
あ
る
歴
史
や
意
味
、
復
活
に
か
け
る
熱

い
思
い
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

◆
な
ぜ
伝
統
野
菜
を
復
活
さ
せ
る
の
で
す
か
？

－
　
昭
和
4
0
年
頃
に
は
じ
ま
っ
た
指
定
産
地
制

度
に
よ
り
、
品
質
を
揃
え
や
す
く
流
通
に
向
い

た
種
（
F
l
※
注
1
）
の
開
発
が
主
流
に
な
っ
た
こ

と
で
、
伝
統
野
菜
を
つ
く
る
農
家
は
激
減
し
て

い
き
ま
し
た
。
固
定
種
※
注
2
の
伝
統
野
菜
は

大
き
さ
や
形
を
揃
え
づ
ら
い
と
い
う
難
点
が
あ

り
、
流
通
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ロ
ス
が

大
き
い
た
め
で
す
。

種
は
、
員
重
な
遺
伝
子
資
源
。
こ
れ
は
、
そ

の
時
代
の
人
た
ち
の
必
要
に
応
じ
て
利
用
さ
れ

る
べ
き
で
、
（
固
定
種
を
つ
く
ら
な
く
な
る
こ

と
で
）
遺
伝
子
資
源
そ
の
も
の
を
な
く
し
て
し

ま
っ
て
は
、
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

東
京
は
地
形
の
多
様
性
に
富
み
、
標
高

2
0
1
7
メ
ー
ト
ル
の
雲
取
山
で
は
奥
多
摩
わ

さ
び
が
つ
く
ら
れ
、
洋
上
1
0
0
0
キ
ロ
の
小

笠
原
で
は
亜
熱
帯
の
農
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
江
戸
東
京
野
菜
は
、
こ
の
風
土
や
生
活

に
合
わ
せ
て
つ
く
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
伝
統
野
菜
に
、
8
代
将

軍
吉
宗
が
江
戸
川
の
ほ
う
に
鷹
狩
に
行
っ
た
と

き
に
出
さ
れ
た
江
戸
雑
煮
に
入
っ
て
い
た
青
菜

を
、
地
名
の
「
小
松
川
」
か
ら
「
小
松
菜
」
と
名

付
け
た
…
と
い
っ
た
物
語
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
東
京
の
土
地
の
名
前
の
つ
い

た
伝
統
野
菜
は
、
東
京
で
つ
く
り
、
東
京
の
子

ど
も
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。

◆
江
戸
東
京
野
菜
は
、
ど
の
よ
う
な
復
活
を
遂

げ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

蓼
－
平
成
9
年
、
l
A
の
記
念
事
業
と
し
て
、

都
内
5
0
カ
所
に
、
か
つ
て
そ
の
土
地
で
つ
く
ら

れ
て
い
た
作
物
に
つ
い
て
紹
介
す
る
「
江
戸
東

京
農
業
の
説
明
板
」
を
設
置
し
よ
う
と
い
う
私

の
企
画
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
の
1
枚
に
、
江
東
区
亀
戸
の
香
取

神
社
に
設
置
し
た
「
亀
戸
大
根
」
の
説
明
板
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
み
た
商
店
街
の
人

た
ち
が
、
「
亀
戸
大
根
で
町
起
こ
し
を
し
よ
う
」

と
い
う
こ
と
で
、
区
内
の
小
中
学
校
に
亀
戸
大

根
の
種
を
配
布
、
栽
培
を
は
じ
め
た
の
で
す
。

翌
年
3
月
に
、
子
ど
も
た
ち
が
収
穫
し
た
亀

戸
大
根
を
香
取
神
社
に
持
ち
寄
り
、
収
穫
祭
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
亀
戸
大
根

の
別
名
「
お
た
ふ
く
大
根
」
「
お
か
め
大
根
」
に

因
み
「
福
分
け
祭
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
以
来
十

数
年
続
い
て
い
ま
す
。
最
初
に
亀
戸
大
根
を
つ

く
っ
た
小
学
生
は
成
人
し
て
、
な
か
に
は
親
に

な
っ
て
い
る
子
も
い
る
。
つ
ま
り
、
歴
史
が
ひ

と
つ
次
の
世
代
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
よ
う

に
、
伝
統
野
菜

を
つ
か
っ
た
食

育
活
動
や
町
起

こ
し
が
各
地
で

お
こ
っ
て
、
今
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
野
菜
に
光
が

あ
た
っ
て
き
て

い
ま
す
。

㊥
江
戸
東
京
野
菜
の
復
活
に
こ
め
た
思
い
が
伝

わ
っ
て
い
る
と
い
う
手
ご
た
え
は
あ
り
ま
す
か
。

－
　
江
東
区
の
第
五
砂
町
小
学
校
で
は
、
栄
養

士
の
先
生
方
の
指
導
の
も
と
、
栽
培
し
て
い
る

伝
統
野
菜
か
ら
採
っ
た
種
を
、
ひ
と
つ
下
の
学

年
の
生
徒
に
伝
達
す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
種
を
も
ら
っ
た
下
級
生
は
「
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
作
っ
て
い
こ
う
ー
」

と
言
う
ん
で
す
。
こ
れ
で
伝
わ
り
ま
す
よ
ね
。

「
種
を
通
し
て
、
命
が
次
の
世
代
に
移
り
変
わ

る
ん
だ
。
こ
れ
が
大
切
な
こ
と
な
ん
だ
」
と
い

う
僕
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
理
解
し
て
、
実
践
し
て

く
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

編
集
注

※
注
1
一
代
雑
種
（
F
l
）
‥
す
ぐ
れ
た
性
質
を
も
ち
、
品
質

を
揃
え
や
す
い
交
配
種
。
た
だ
し
、
こ
の
性
質
は

一
代
限
り
と
な
る
た
め
、
F
l
の
作
物
か
ら
は
採
種

せ
ず
、
そ
の
都
度
、
F
l
の
種
を
購
入
す
る
。

※
注
2
　
固
定
種
‥
固
定
さ
れ
た
形
質
が
親
か
ら
子
へ
受
け

継
が
れ
る
種
。
自
家
採
種
で
、
つ
く
り
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

◆
江
戸
東
京
野
菜
の
味
は
7

－
　
僕
が
一
番
心
配
だ
っ
た
の
は
、
復
活
さ
せ

た
野
菜
が
、
お
い
し
く
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ

う
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
野
菜

ソ
ム
リ
エ
等
5
0
名
に
寺
島
な
す
と
ふ
つ
う
の
千

両
な
す
の
食
べ
比
べ
を
し
て
も
ら
っ
た
ら
、
寺

島
な
す
が
と
て
も
好
評
だ
っ
た
。
そ
れ
で
よ
う

や
く
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。
寺
島
な
す
に
は
、

確
か
に
え
ぐ
み
も
あ
る
。
で
も
、
加
熱
す
る
と
、

そ
れ
が
奥
深
い
う
ま
み
に
変
わ
る
ん
で
す
。
寺

島
な
す
を
油
で
あ
げ
て
、
し
ょ
う
ゆ
と
酢
に

ち
ょ
っ
と
漬
け
て
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
よ
。

本
当
に
う
ま
い
ん
だ
か
ら
！




